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研究成果の概要（和文）：本研究では奇瑞の発生を契機とする仏像制作、そして像に対する社会の認識を理解す
ることを目標に作例と史料を収集し、特に過去に存在した霊像の記憶が後世の造像に及ぼした影響を考察した。
鎌倉時代再興の宝積寺十一面観音立像については、当初像が9世紀の作で架橋の奇瑞を示した霊像とみなされて
いたことに注目し、霊像の求心力によって結縁者が集結する場が形成されたことの意義を検証した。浄瑠璃寺吉
祥天立像については、夢中の示現を記す経典が造像の思想的背景となったこと、先行する霊像が典拠とされたこ
とを指摘した。
また、夢告を契機とする造像の事例を収集し、霊像の成立にあたって夢が果たす機能を汎アジア的観点から考察
した。

研究成果の概要（英文）：This study collected information on Buddhist statues and historical 
materials for understanding the image creation triggered by the occurrence of miracles and society's
 perception of statues. In particular, it was considered that memories of mysterious statues of the 
past affected the later image creation.On the 11-faced Kannon statue of Hoshakuji Temple that was 
rebuilt in the Kamakura period, this study noted that the original statue was created in the 9th 
century and was considered a mystical statue that built the bridge, and verified its significance of
 formation of place where connected people gather. On the Kichijoten statue of Joruriji Temple, it 
was pointed out that the sutra that recorded visions in dreams was the background for the image 
creation, and that statues of the past served as models. And this study collected examples of statue
 creation triggered by dream confessions, and considered the function that dreams played in creating
 images from a pan-Asian perspective.

研究分野：日本美術史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の特色は「奇なる存在としての仏像はなぜ、どのような人々によって必要とされたのか」という問いのも
と、作品と史料を総合的に検証した点にある。仏像が起こす奇瑞を記した史料や、生動感を表現した仏像に関す
る研究は豊富に蓄積されてきた。一方、奇瑞の発生（またはその期待）を契機とする造像の実態はいまだ考察の
余地を残す。本研究では奇瑞を表象するために図像や表現、荘厳の方法がどのように選択されたかに注目した結
果、霊像の再興・夢中の示現の表象化・像内納入品による霊性の付与などの問題について知見を得ることができ
た。この考察は仏像生成の場における奇瑞の意義、そして霊像を必要とした受容層の様相にも及ぶものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
従来の研究では、仏像の生きているかのような動きや発声、放光、流血などを語る各種の仏教

説話が注目され、それらの記述は仏像の生身性や迫真性の表現と関連づけて論じられてきた。そ
うした研究の過程で、既存の仏像が奇瑞を起こすのではなく、むしろ奇瑞の発生に起因して造像
の機運が生じたり、奇瑞発生への期待を籠めて仏像が造られる現象も注目されることはあった
が、いまだ考究の余地を多く残している。説話にみるほとけの功徳にもとづき、あるいは夢告や
社会の言説を契機に造像がおこなわれた事例は少なからず指摘が可能で、そこでは奇瑞への期
待を表象するという目的のもと、図像や表現、荘厳の方法が選択され、テクストとイメージの統
合による霊像の具現化が図られてきた事実が、実作例と諸史料の詳細な照合から考証可能であ
ると予測された。 
そこで本研究では上記の学術的背景をふまえ、「奇なる存在としての仏像はなぜ、どのような

受容層によって必要とされたのか」という問いを立て、具体的な作品の検証をおこなうこととし
た。 

 

２．研究の目的 
本研究では、それぞれの作例の造像当時のコンテクストを復元し、それにともなう造形（図像、

表現）の必然性を明らかにすることを目的とした。方法としては、①彫刻史研究と絵画史研究（版
画史研究を含む）の成果を積極的に統合すること、②従来はあまり使用されてこなかった唐・宋
代のものを含む史料群に目配りし、汎アジア的な観点から奇瑞と造形の問題を考察することを
特色とする。以上の考察を通じ、仏像生成の場における奇瑞の意味、さらに奇瑞の表象としての
仏像の存在意義を浮かび上がらせることができ、平安・鎌倉時代の社会における仏像の位置づけ、
さらには仏像の受容層の実態を具体的に把握することをめざした。 

 

３．研究の方法 
平安・鎌倉時代における奇瑞への認識と造像の関係を、特に霊験譚を前提とする造像、および

夢告を契機とする造像に注目して考察するため、調査対象作品を選択した。作品は彫像に加えて
像内納入品、そして絵画作品にも目配りし、これらを生み出した信仰の存在を顕在化する試みを
おこなった。また、作品研究と並行して説話、密教事相書、日記、寺院史料、また中国の往生伝
や僧伝など、これまで美術史研究と関連づけられることの少なかった史料の検出に努め、隣接分
野（文学研究・歴史研究・寺院史研究など）の研究成果にも注目しながら、作品研究のみからは
得られない仏像に関する当時の認識を考察することで、奇瑞の発生を契機とする仏像生成のメ
カニズムを検証した。 
 
４．研究成果 
（1）宝積寺十一面観音菩薩立像 
寺の草創と造像にあたって重要な信仰背景になった可能性が非常に高い、山崎橋の架設にま

つわる説話を分析した。同時に、聖なる存在による奇跡的な架橋をものがたる南北朝～宋代の志
怪などの中国の説話や史料を多く収集・分析し、山崎架橋説話との比較をおこなった。その結果、
山崎架橋説話は中国説話の延長線上に位置づけられるとの見通しが立ち、鎌倉時代の再興造像
においても像にまつわる説話性、すなわち「架橋の奇瑞を起こした観音」という性格設定が大き
な意味を持っていた可能性が浮かび上がった。文学研究・歴史学研究の分野ではこれまでにも橋
の境界性がしばしば論じられてきたが、美術史研究の分野ではこうした研究成果はあまり注目
されることがなかった。それは架橋の主体としての聖なる存在や、架橋と仏像の関係が議論の俎
上に上ることが少なかったことが一因と思われるが、本研究では北魏の『水経注』や唐の『建康
実録』など、山崎架橋説話の中国における先例と位置づけうる有益な情報が確認され、宝積寺像
の汎アジア性という議論の立脚点を見出すことができた。並行して、宝積寺の所在する京都府山
崎の地を実査し、山崎橋・山崎廃寺・山崎津など像の成立と関連する施設跡の位置や現状、隣接
する大阪府水無瀬と位置関係を確認した。さらに、河崎観音の通称で知られる感応寺の観音菩薩
立像（現在、九州国立博物館蔵）を核とする法華三十講の事例や、法楽連歌の主催と地蔵菩薩像
の造立に関する『民経記』の記事を参照し、13 世紀第二四半世紀において奇瑞の発生や霊験譚
が勧進の推進力として重視されていた形跡を指摘した。以上の知見は「宝積寺十一面観音菩薩立
像の再興」として口頭発表した。今後は論文化と学術雑誌への投稿を進める予定である。 
 
（2）浄瑠璃寺吉祥天立像 
吉祥天は奇瑞との関係が深い尊格であるとの見解が得られたことから、その代表的作例であ

る浄瑠璃寺像に注目し、関連史料の収集に努めた。本像に関しては奈良時代以来の吉祥悔過との
関連が示唆されるとともに、天平復古や宋風受容といった観点からその表現が理解されてきた
が、近年は鎌倉時代の南都で活躍した貞慶の関与が説かれ、一方では奈良時代以来の「唐美人」
表現の一形態であるとの位置づけもおこなわれ、研究は新たな段階に入りつつある。本研究では



南都における吉祥天信仰の様相をものがたる史料を収集し、そこに見られる奇瑞への言及や光
明皇后の信仰に遡及する意識を確認することができた。『讃仏乗抄』所収の表白などの解釈を通
じ、動性の表現は『金光明最勝王経』の説く夢中での吉祥天の示現の造形化と理解できること、
面貌表現や着衣の表現は「宋風唐美人」を意識した可能性があることを指摘した。以上の知見は
論文「浄瑠璃寺吉祥天立像の「宋風」」として公表した。 
これとともに、浄瑠璃寺および町田市立国際版画美術館に所蔵される像内納入品の版本吉祥

天像全点を調査し、従来は 1種類とみられていた印影が実際には 4種類であること、4種類の像
を縦に並べた細長い版木が使用されていたことをあきらかにした。また、本納入品はこれまで技
術的には印捺による「印仏」であるとされてきたが、実際には摺写による「摺仏」とみなしうる
可能性を検証した。以上の知見は論文「浄瑠璃寺吉祥天立像の納入摺仏について」として公表し
た。 

 
（3）小仏像を像内納入する仏像 
 小仏像を別の仏像の内部に納入する作例、またそれをものがたる史料は多く残されており、霊
験像を保護する目的に加え、像内に小像をおさめることで仏像に特別な意味を持たせる信仰の
存在が想定されたため、事例を収集するなかで特に地蔵菩薩像の事例に注目した。まず、北宋初
期の『地蔵菩薩応験記』の検証をおこない、像と奇瑞の関係を語る話型を分類し、他の地蔵霊験
譚のタイプ分類への応用を試みた。このほか大量の地蔵の小像を並べたり、大きな像の内部に納
入する千体地蔵の情報収集とその検証をおこない、特に寂光院像など小像を像内納入するタイ
プについては『地蔵菩薩本願経』に説く地蔵の「分身」の結集・一体化とみなされる可能性を指
摘した。以上の知見は論文「新造された小仏像の像内納入について」として公表した。 
 
（4）夢告を契機とする造像 
 吉祥天が夢中に示現して行者の願望を叶える尊格であることが『金光明最勝王経』に説かれる
ことや、『地蔵菩薩応験記』に夢と地蔵菩薩像のかかわりをものがたる説話が複数見出されるこ
とに注目し、夢告を契機とする事例を実作例と史料の双方にわたって収集・分析した。その結果、
比較的よく知られた造像の事例に加え、夢告によって仏像が発見された事例や、その像を納入し
て保護するために別の像（いわゆる「鞘仏」）が造像された事例、また仏像が夢告を通じて現状
変更（尊格の変更、破損個所の修理など）をせまる事例など、夢告と造像にまつわる言説の多様
性を確認した。加えて、鎌倉時代の作例のうち、造像銘記に夢告に関する記述をもつ事例を収集
し、諸史料との比較をおこなった。以上の知見は科研報告書所収論文「夢告による造像について」
として公表した。 
 
 本研究のおもな成果は上記 4点だが、一連の調査・考察を通じ、霊験像が再興されるメカニズ
ムの検証というあらたな問題が見出された。今後はこの観点のもと、研究を継続してゆく所存で
ある。 
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